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１ 研究主題 

 

「指導と評価の一体化」のための取組 

～ＩＣＴの活用を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

平成 29 年３月に告示された中学校学習指導要領（以下「新学習指導要領」）が，令和３年度から

全面実施された。私自身は，育児休業から復帰したタイミングであり，十分な準備ができない中，

見切り発車となってしまった面がある。そこで，新しい教科書の教材研究や研修会等への参加を通

して，新学習指導要領が目指しているものを少しずつでも理解できるよう努めた。その中で感じた

ことは，新学習指導要領が目指しているものの根幹は，これまでのものと大きく変わらないこと，

新しい枠組みの中でこれまでの取組を整理し改善していくことで，授業に関しては十分に対応が可

能であるということだった。 

しかしながら，１学期が中盤に差し掛かったときに，「評価」という大きな課題があることに気

付いた。まずは，観点別学習状況の評価が４観点から３観点に整理されたことにより，ペーパーテ

ストの作問をそれに合わせて変えていく必要がある。同じく，パフォーマンステストにおいても，

３つの観点による評価を意識し，設定していかなければならない。何より，３つの観点をどのよう

に理解し，評価していかなければならないかを十分に把握できていなかった。様々な研修会等に参

加することを通して，このような悩みは他の英語科教員にとっても共通のものであること，理論を

理解したところで，どのように実践へと落とし込んでいくのかが分からず困っている仲間が多いこ

とが分かった。 

そこで，これからの評価について考える基礎的な資料である「『指導と評価の一体化』のための学

習評価に関する参考資料」（以下「国研資料」）を参考にしながら，評価に向けた具体的な取組につ

いて令和３年度から令和４年度にかけて研究することにした。 

また，学校における働き方改革が進められる中においては，いかに「効果的」な学習評価をする

かという視点とともに，いかに「効率的」な学習評価を行うかという視点も大切である。私が勤務

する鹿屋市においては，校務支援システムである「スズキ校務」や一人一台のタブレット端末が整

備されるなど，ＩＣＴ環境が整っている。そこで，「指導と評価の一体化」のための取組を行う中で，

これらを効果的に活用し，よりよい学習評価を行えるようにしたいと考えた。 

これらのことから，研究主題を「『指導と評価の一体化』のための取組～ＩＣＴの活用を通して～」

と設定した。 

 

３ 研究の内容 

(1) 評価規準の作成 

  本校は，２人の教員が英語科を担当している。そこで，令和３年度１学期に教科部会を開き，

これからの評価について共通理解を図った。教科部会においては，「①通知表における観点別学習

状況の評価に関する記載内容について」「②具体的な評価規準や評価の場面について」「③評価・

評定について」「④生徒・保護者へのフィードバックについて」の４点について確認した。以下は

その際の資料である。 
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【資料１ 令和３年度１学期の教科部会で使用した評価に関する資料】 

 

この教科部会の設定は，本研究の最初の取組として非常に重要であった。今，見返してみると

まだ不十分な点も多いが，何より，国研資料にある「内容のまとまりごとの評価規準（例）」を活

用することで，評価の全体像をつかむことができた。これまでの評価と大きく異なる「３観点」

と「５領域」をどのように統括するかが一目で分かるため，この資料はその後も，本校英語科の

評価における核となっている。試行錯誤はあったものの，現在はこの表に各学年，各学期の学習

内容を当てはめながら本校の評価規準を作成している。実際に作成した評価規準の例（令和４年

度１年生２学期分）は次のとおりである。 
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【資料２ 本校における評価規準の例（令和４年度１年生２学期分）】 

 

(2) 「知識・技能」「思考・判断・表現」に関する評価の概要 

今回の改訂により，これまでの評価の観点である「外国語表現の能力」「外国語理解の能力」「言

語や文化についての知識・理解」は，「知識・技能」と「思考・判断・表現」に整理された。この２

つの観点について，参考文献や研修会を通して学んだことを，自分なりに次のようにまとめた。 

観点 何を評価するか 

知識・技能 言語使用の正確さ 

・ 英語の特徴や決まりに関する事項（「音声や符号」

「語，連語及び慣用表現」「文，文構造及び文法事

項」）を理解しているか。（知識） 

・ 外国語の知識を活用し，実際のコミュニケーショ

ンにおいて運用することができるか。（技能） 

思考・判断・表現 言語使用の適切さ 

・ コミュニケーションを行う目的や場面，状況に応

じて，適切な表現内容や形式を選択するなどしなが

らコミュニケーションを図ることができるか。 
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   また，それぞれの評価を行う際の留意点を，以下にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   これらのまとめを基に，「知識・技能」「思考・判断・表現」に関する評価の視点を明確にし，

実際に行った評価を(3)に示す。 

 

(3) 「知識・技能」「思考・判断・表現」に関する評価の実際 

ア 「思考・判断・表現」を評価するペーパーテスト問題 

令和４年度２年生１学期末テストにおける「思考・判断・表現」を評価する問題は，次の

ことを考慮して作成した。 

 

 

 

 

 

 

実際に作成した問題とその採点基準は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３ 「思考・判断・表現」を評価する問題（令和４年度２年生１学期分）】 

 

 

① 「知識・技能」の評価については，単に文法事項などの知識を理解しているかだけで

はなく，それらを運用する力（技能）が身に付いているかを評価する必要がある。その

ため，ペーパーテストの出題方法や，「知識・技能」を評価するためのパフォーマンステ

ストを工夫する必要がある。 

② 「思考・判断・表現」の評価については，コミュニケーションを行う目的や場面，状

況を設定することが大切である。また，使用する表現内容や形式を生徒自身に選択させ

るような評価場面を設定する必要がある。 

③ 「知識・技能」では言語使用の正確さ，「思考・判断・表現」では言語使用の適切さを

評価する。例えば“He like tennis.”のような英文の誤りがある場合，「知識・技能」の評

価であれば不正解となるが，「思考・判断・表現」の評価の場合，コミュニケーションの

目的（例えば，友人をＡＬＴに紹介するなど）を十分達成できる場合，大きな減点は必

要ない。そのため，「知識・技能」がＢの生徒であっても，「思考・判断・表現」はＡの

評価になることは十分にあり得る。 

① コミュニケーションの目的や場面設定の明確化 

・ＡＬＴからメールが届いたという場面設定 

・自分の夏休みの計画について，ＡＬＴに返信するという目的の設定 

② 活用できる表現内容や形式の例 

 ・自分の夏休みの計画を伝えるための want to，be going to，will などが選択可能 

 ・メールの書き方や相手の発言に対する echo の学習を活用可能 
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     本学年の生徒は，１年次からこのような問題に繰り返し挑戦しており，採点基準について

もその都度，説明してきた。そのため，生徒は間違いを恐れず，できるだけたくさんの英文

を書こうと試み，これまでに学んだ様々な表現や形式から適切なものを選ぼうとする姿が見

られるようになったと感じる。また，このような評価場面を学期当初に設定しておくことで，

「このような問題を解ける生徒にしよう。」という意識が教師側にも芽生え，授業改善につな

がっていると感じた。 

 

  イ 「知識・技能」と「思考・判断・表現」を評価するパフォーマンステスト 

令和４年度３年生２学期の「知識・技能」と「思考・判断・表現」を評価するパフォーマン

ステスト（１回目）は次のように行った。 

 

 

 

 

 

     次は実際の評価の様子である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【写真１  ALT とのインタビューテストの様子】 

 

 

 

 

 

 

     【写真２  ロイロノートに提出された動画】       【資料３ ALT と記入した評価簿】 

【採点基準】次の観点から最大 10 点まで加算方式で採点する。 

・メールの返信として適切な形式となっているか。・・・・・・・・・・２点 

・相手のプランに対する感想などの応答があるか。・・・・・・・・・・２点 

・相手の質問を理解し，夏休みにしたいことを書いてあるか。 

 正しく書けている１文につき・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３点 

軽微なミスがあるが，意味が十分に伝わる１文につき・・・・・・・ ２点 

文の形が整わないが，伝えたいことが理解できる１文につき・・・・ １点 

・夏休み後最初のＡＬＴ来校日に実施する。 

・ＡＬＴと生徒による１対１のインタビューテスト形式で行う。 

・What did you do during summer vacation?に正しく答えられるかを評価する。【知識・技能】  

・追加の質問に即興的に答えることができるかを評価する。【思考・判断・表現】 

・対話をタブレットで撮影し，回収した動画を見ながらＡＬＴとともに評価する。 

タブレットを

使って，テストの

様子を撮影した。 

撮影した動画は，

ロイロノートを使っ

て提出させた。 

「知識・技能」をＡ～Ｃ

で評価。言語使用の正確

さを評価するため，「過去

形」を正しく用いていな

ければＡにはならない。 

「思考・判断・表現」を

Ａ～Ｃで評価。言語使用の

適切さを評価するため，Ａ

ＬＴの質問を理解し，適切

に応じられていれば，多少

の文法的誤りがあっても

Ａになり得る。 
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この評価方法は，令和３年度から試行錯誤しながら継続的に行ってきた。その中で，い

くつかの気付きがあったので以下にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     このような評価場面を設けることにより，実際のコミュニケーション場面において，

「知識・技能」や「思考・判断・表現」を評価することができる。また，これを繰り返

すことによって，生徒はＡＬＴと１対１で話す環境に慣れ，積極性が増していくと感じ

ている。特に，分からないことがあったときに聞き返したり，自分の言いたいことを何

とか伝えようと工夫したりする力は，このような場面を通して育まれると実感した。 

 

(4) 「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価の概要 

    国研資料によると，中学校外国語科における「主体的に学習に取り組む態度」については，

次のように記述されている。 

 

 

 

 

 

 

 

ここに示されているとおり，外国語科における「主体的に学習に取り組む態度」は，聞き手，読

み手，話し手，書き手のいる具体的なコミュニケーション場面で評価されるものである。そのた

め，「主体的に学習に取り組む態度」は，言語活動やパフォーマンステスト等の場面で，「思考・

判断・表現」と基本的には一体的に評価するものとされている。 

また，コミュニケーション場面での状況だけではなく，その前後の見通しや振り返りについて

も，継続的に評価していく必要がある。 

 

(5) 「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価の実際 

    ５ページの資料３には，「知識・技能」と「思考・判断・表現」の評価の他に，“Attitude”と書

かれた欄があるが，これは「主体的に学習に取り組む態度」の評価である。本校では，パフォー

① １回のパフォーマンステストであっても，「知識・技能」と「思考・判断・表現」

の両方の視点から評価することが可能である。 

② パフォーマンスの様子を動画撮影することで，じっくりと評価をすることができ，

また生徒の変容を見取る際にも活用できる。 

③ 動画を基にＡＬＴとともに評価を行う際は，Ａ～Ｃの評価規準をＡＬＴに明確に伝

える必要がある。また，途中で迷う場合は互いに協議し，Ｂ+，Ａ-などの評価も可と

するとスムーズである。 

④ 特に「思考・判断・表現」の評価については，その表現で正しく伝わるのかが教師

だけで判断できない場合，ＡＬＴの意見が非常に有益である。 

⑤ １時間で 40 人を評価する場合は，「一人 40 秒」など時間を決め，タイマーを使う

とよい。生徒には，待っている間に動画撮影の事前準備をさせておくとよい。 

○ 「主体的に学習に取り組む態度」は，外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞

き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語でコミュニケーションを

図ろうとしている状況を評価する。 

○ 上記の側面と合わせて，言語活動への取組に関して見通しを立てたり振り返ったりして

自らの学習を自覚的に捉えている状況についても，特定の領域・単元だけでなく，年間を

通じて評価する。 
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マンステストを行う際には，毎回この“Attitude”の評価を行っている。評価を行う際には，「アイ

コンタクト」「相手の発言に対する反応」「聞き返し」「相手の発言を促す表現の有無」など，活

動の内容に応じて重点を決め，ＡＬＴとビデオを見て確認しながら評価する。できるだけ多くの

場面において評価することで，生徒の変容などを客観的に捉えることができると感じている。 

    次に，言語活動への取組に関する振り返りについては，パフォーマンステストの際に撮影した

動画を見直し，自己評価する場面を設定している。次は自己評価の例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    このワークシートでは，まず，自分のパフォーマンステストの動画をヘッドフォンをして見直

しながら，ＡＬＴの発言と自身の発言をそのまま書き出す部分がある。このことにより，相手の

発言をその場では理解できず，適切に答えられなかったことに気付く生徒や，三単現の s など，

細かな文法事項に気付く生徒もいる。一方で，何度聞いてもＡＬＴの発言が理解できず発言を書

き出せない生徒もいるため，その際には，教師も一緒に録画を確認し，ＡＬＴの発言について説

明した上で，再度聞かせるなどの補充学習も行った。 

    次に，動画を見ながら，自分のコミュニケーションの態度（積極性や相手への配慮）が適切で

あったかを振り返る部分がある。ここには，「相手の目を見ることができていなかったので，次

はアイコンタクトをがんばりたい。」といった次の活動への見通しを書く生徒も多くいる。また，

パフォーマンステストのたびに，このような自己評価を書かせることで，実際に次の学習に生か

そうとしているかといった視点での評価が可能となった。 

このように，タブレット端末などのＩＣＴ機器は，生徒の英語学習に対する粘り強さや自らの

学習を調整しようとする態度を育む上で，非常に有益であると感じた。 

 

(6) ＩＣＴを用いた評価の総括 

    学期を通して蓄積してきた評価については，校務支援システムである「スズキ校務」を用いて

総括することにした。具体的には，各評価場面での結果をスズキ校務の「補助簿」に記録し，そ

れを基に評価評定を作成する。このシステムを活用することには，次のような利点があった。 

 

 

 

 

 

○ 英語科の２人がいつでも補助簿を確認できるため，評価の視点を共有しやすい。 

○ それぞれの教師が評価した内容を一つのデータに簡単にまとめることができる。 

○ 「補助簿」に蓄積した評価とペーパーテストの観点別素点を組み合わせ，観点別学習状

況の評価や評定の案を簡単に作成することができる。 

○ 集約したデータを基に，評価について生徒や保護者に説明することができる。 

【写真３ 動画を見直し自己評価している様子】 【写真４ 生徒が記入中のワークシート】 
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    実際に令和４年度３年生２学期の評価を  

行う際には，資料４にあるように多くの評 

価対象から学期末評価を効率的に行うこと  

ができた。 

    ただし，ここで作成されるのは，観点別 

学習状況の評価や評定の「案」に過ぎない。  

実際には，評価対象となっている個別の 

評価の妥当性を検討したり，一人一人の学 

習状況を見直したりしながら，適切な評価 

となるよう調整を行う必要がある。 

    また，このような調整を行うことにより，  

次の評価について考えたり，授業改善の視  

点を得たりすることができると感じた。 

 

 

４ 研究のまとめ 

(1) 研究の成果と課題 

 本研究の成果としては，次の点が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方，今後の課題としては，次の点が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料４ スズキ校務に蓄積された評価対象】

△ パフォーマンステストが「話すこと」「書くこと」に偏りがちであるため，「読むこと」

「聞くこと」のパフォーマンステストの在り方についても研究を進める必要がある。 

△ 令和３年度当初の教科部会資料にある「生徒・保護者へのフィードバック」がまだ十分

にできていない。評価について，生徒に対しては口頭での説明を行っているが，その内容

を個票としてまとめ，保護者にも見てもらえる形で配付できるよう，令和４年度３学期は

取り組みたい。 

△ 評価場面において，ＡＬＴの活用が非常に有益であると感じているが，その活用方法に

ついてより深く研究するとともに，鹿屋市の英語教育圏の中で共有していく必要がある。 

○ 国研資料にある「内容のまとまりごとの評価規準（例）」を活用し，本校における「３

観点」と「５領域」を統括した評価規準を作成することで，どのような場面で何を評価

すればよいかを英語科内で共有できるようになった。 

○ 「知識・技能」と「思考・判断・表現」の評価についてまとめたことで，それぞれを

効果的に評価するためのペーパーテスト作成やパフォーマンステスト設定の視点を得る

ことができた。 

○ 「主体的に取り組む態度」をパフォーマンステストの中で評価し，その結果を蓄積す

ることで，より具体的に態度の評価を行えるようになった。 

○ タブレットを利用することで，パフォーマンステストを録画できるようになり，教師

の評価や生徒の振り返りに役立てることができた。 

○ 校務支援システムを活用することで，評価の結果を教科内で共有したり，効率的に評

価を行ったりすることができた。 
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(2) おわりに 

  本研究を通して感じたことは，まず，「評価を計画することは，授業を計画することである。」

「評価規準を定めることは，目指す生徒の姿を明らかにすることである。」ということである。

振り返ってみると，評価について迷いのあった研究スタート時点では，自らの行う授業の方向性

も不明確だった。その後，「何をどのように評価するのか。」を明らかにしていく中で，「そのよ

うな評価をするためには，授業では何をしていけばよいのか。」を自然と考えるようになった。 

  次に，評価は自分だけでなく，他の教師や生徒，その保護者と共有していかなければならない

ということである。評価規準を他の教師と話し合うことで，授業の細かな打合せができない場合

であっても，目指す方向を近付けることができるし，どの教師が担当でも公平に評価ができる。

また，パフォーマンステストに向け，「今回はこのような点を評価する。」と生徒に伝えると，生

徒の意識が高まるだけでなく，生徒自身が「ここができなかったから，次，頑張らないと！」と，

自らを振り返り見通しをもつことができる。また，通知表を見ながら，生徒と保護者が「自分は

こんなことができた。」「自分の課題はこんなところだ。」と話ができるような評価の共有を行っ

ていくことで，教師の評価に込めた思いを家庭で受け取ってもらえるのではないかと感じている。 

  最後に，ＩＣＴの積極的な活用は，これからの評価を大きく変えるということである。特に，

評価場面の録画と動画の回収については，生徒も教師も，その時の状況をしっかりと把握し，自

分の目指すべき姿に近付くために何ができるのかを明確にできる点で有益だと感じる。また，教

師にとって「一仕事」と感じる評価も，学期を通した校務支援ソフトを用いた評価の蓄積によっ

て，効率的で明確なものにすることができる。慣れてくれば，蓄積されるデータを見ながら，「こ

んなに積み上がってきたぞ！」と評価が楽しみになると感じた。 

  今回の研究を通して，「指導と評価の一体化」を多少なりとも理解できたと感じている。便利

なツールを活用しながらも，一人一人の生徒に寄り添い，互いが納得のいく評価をできるよう，

今後も研究を続けていきたい。 


